
621が、2021の場合、夏至。

最初に取り上げるのは戦国時代の覇者、徳川家康の“下半身防護術”です。ご存じの通り、三河の国・岡崎城主の長男として生まれて６歳～18歳まで織田家、今川家の人質として育った徳川家康は、関ヶ原の戦いで勝利して天下取りに成功。江戸幕府の開祖となりました。その家康は生涯２人の正室を持ち、16人以上の側室を抱えたそうですが、その多くは未亡人でした。理由は、加藤清正や浅野幸長ら同じ時代に生きた有力な戦国武将の多くが「梅毒」で亡くなったからといわれています。→梅毒で死んでないからだと、思われる。未亡人が。
むろん、当時は梅毒についてはほとんどわかっていません。ただ、家康は加藤や浅野が遊女と交わっていたことを知っていたため、遊女と遊ぶのは危険だと考えていたようです。あえて未亡人を選んだのは、子供を生んだ経験のある女性となら、子孫を残せるとの思いがあったからでしょう。

天下取りに成功した徳川家康は性交渉の相手を選ぶことで身を護っていた、とお話ししました。当時は「梅毒」が流行していたからです。 　そんな家康と対照だったのが豊臣秀吉です。秀吉は裸一貫から成りあがって天下人になりますが、１５９８年に亡くなります。死因についてはさまざまな説がありますが、そのひとつに梅毒があります。ご存じのように秀吉は大変な女性好きだったと言われています。あまりの浮気癖に困り果てた妻のねね（後の北政所）が織田信長に浮気を止めるよう直訴したほどですが、それは生涯治らなかったと言われています。秀吉の晩年は、衰弱が激しく、下痢や腹痛、食欲不振に数カ月でやせ衰えていたことがわかっています。そのため、死因は大腸がんなどが考えられるのですが、そのひとつとして梅毒も挙げられているのです。 　梅毒とは主に性的接触によって感染し、症状が進むと皮膚や筋肉などに腫瘍ができる病気です。症状が進行すると、動脈瘤が出来て、それが破裂して命を落としたり、神経が冒されて錯乱状態になることが知られています。もともとは１４９５年にイタリアのナポリに上陸したフランス軍・傭兵から発見され、欧米に広まりました。この傭兵らは新大陸発見のコロンブスの船の乗組員であったため、先住民の女性から感染して、欧米に持ち込んだとの説もありますがハッキリしていません。　日本では16世紀の終わり、秀吉による朝鮮出兵がきっかけとなって感染拡大が起きたと言われています。そのせいなのか、豊臣家に忠誠を誓った武将の多くは梅毒と思われる病気でなくなっています。 　たとえば、加藤清正です。秀吉の子飼いの家臣で秀吉が亡くなった後に家康に接近し、関ヶ原の戦いでは東軍として戦いその功績で肥後一国並びに豊後の国の一部を賜りました。その清正は、家康と豊臣秀頼との間で行われた「二条城での会見」（１６１１年３月）を取り持つなど和解をあっせんしましたが、その３カ月後に亡くなりました。死因は梅毒と言われています。清正と共に二条城での会見を取り持ったとされる、浅野幸長（よしなが）もその２年後に梅毒で命を落としたと言われています。その結果、力を失った豊臣家に代わって家康は天下を取ることを決意したとも言われ、秀吉が亡くなって17年後の１６１５年に大坂夏の陣で豊臣家を滅ぼしてしまうのです。もし、豊臣家に近い戦国武将の死因が梅毒であるのなら、豊臣家はある意味、梅毒という感染症により滅亡したと言えなくもないのです。 　梅毒は、いまも代表的な性感染症のひとつに数えられています。太平洋戦争直後は22万人を超える患者が記録されましたが、その後、「ペニシリン」と呼ばれる薬が登場して激減。１９９７年には患者数が５００人近くまで減りました。ところが２０１１年以降、若い女性を中心に増えています。その原因は訪日外国人が急増したことや、これまでなら出会うことのない人との出会いを可能にするマッチングアプリが登場したためともいわれていますが、それを裏付けるデータはありません。 　個人的にはコンドームをつけなくなったからだと考えています。エイズが話題になったときは、コンドームを装着することは性交渉の常識となっていましたが、エイズの話題が薄れるにつれてその常識が揺らいでいるように感じています。

まだ頼朝が平家を滅ぼす以前の話。頼朝と政子は親の反対を押し切って駆け落ちのすえゴールインしたとされる相思相愛の夫婦だったのだが、ただひとつ、頼朝には浮気性の悪癖があった。頼朝は政子という妻がいながら、かねて亀（かめ）の前（まえ）という名の女性を愛人にして、彼女の身を密かに家来のもとに預けていたのである。不遇時代を政子に支えてもらった義理もあって、頼朝は政子には生涯、頭が上がらなかった。そこで彼の浮気は隠密裏に進められていたのであるが、ちょうど政子が出産のために別の屋敷に移ったこともあって、頼朝の動きは公然となった（このとき生まれた赤ん坊が二代将軍頼家である）。鎌倉幕府の歴史書『吾妻鏡』によれば、亀の前は「容貌が整っているだけではなく、性格がとくに柔和である」とされるから、“女傑”政子とは正反対のタイプの女性だったのかも知れない。 　ところが、この浮気の事実が出産を終えた政子の耳に入ってしまったから、大変である。怒った政子は、寿永元年（1182）11月、牧宗親（まきむねちか）という配下の者に命じて、亀の前を庇護している伏見広綱（ふしみひろつな）の屋敷を襲撃させる。驚いた伏見は亀の前を連れて、命からがら大多和義久（おおたわよしひさ）という同僚の屋敷に逃げ込むことになる。このとき、もし伏見の機転が利かなかったら、亀の前はさきの上原郷の下女のように殺されてしまったかも知れない。 　この事件を聞いて顔面蒼白となったのは、他ならぬ頼朝である。浮気がばれた……。しかも政子、すごく怒ってる……。さいわい愛人の命が無事だというのは救いだ。とはいえ、政子の手前、すぐに駆けつけるわけにもいかない……。震えて眠る夜を2晩過ごし、頼朝は翌々日を待って、亀の前が匿われている大多和の屋敷に、いそいそと駆けつける。しかし、このとき頼朝は一計を案じ、実行犯である牧宗親を騙して大多和屋敷まで同行させることを忘れなかった。そうとは知らず、頼朝にノコノコついていった牧は、大多和の屋敷で伏見と不意の対面をさせられる。唖然となって言葉を失う牧に向かって、頼朝は、烈火のごとく怒って、こう言い放つ。 「政子を大事にするのは大変けっこうなことだ。ただ、政子の命令に従うにしても、こういう場合は、どうして内々に私に教えてくれなかったんだ!」 　要するに、頼朝も政子の命令に従ったこと自体は責められないのである。いいたいことがあるなら政子に直接いえば良いものを、それがいえないから実行犯である牧に怒りをぶつけているわけである。頼朝、男として、かなりカッコ悪い。恐懼して地べたに頭を擦りつけて謝る牧に対して、頼朝の怒りはなおも収まらず、ついにみずからの手で牧のマゲをつかんで、切り落としてしまう。当時の人々にとってマゲを切られるのは最大級の屈辱である。気の毒にも牧は泣きながら、その場を逃げ去ったという。なんとも頼朝の器の小ささがうかがえる、みっともないエピソードである。 　ちなみに頼朝は、このあと文治2年（1186）、政子の次女出産のときにも懲りずに大進局（だいしんのつぼね）という女性と密かに関係をもち、のちにそれがバレて政子の逆鱗に触れている。“懲りない男”というべきだろう。男性の浮気が妻の妊娠中になされるという話は現代でもよく聞くが、“天下の征夷大将軍”の浮気性もそれと同種のものだったようだ。 　さて、この逸話、北条政子の“男まさり”を語るエピソードとして歴史ファンのあいだには有名なもので、過去に大河ドラマなどでも、何度か映像化されている。ただ、そこでのこの逸話の扱われ方が、私には少々不満がある。のちの“尼将軍”は、男に浮気をされても泣き寝入りすることなく、“倍返し”以上の報復をもって、これに臨む。さすがは天下の北条政子。といったふうで、ストーリー上、政子の特異な個性を際立たせるための材料として使われているのである。 　しかし、さきの室町時代の上原郷の逸話を思い出してもらえばわかるように、ここでの政子の行為は明らかにうわなり打ちである（頼朝は亀の前に乗り換えたわけではないので、その点は厳密にはやや変則例ではある）。夫を奪った女性に対して復讐を行うことは、なにも政子に限らず、中世の女性には当たり前に許されている行為だった。だから、この逸話を政子の“男まさり”を物語るための材料として使うとしたら、それは不正確で、それをいうなら、政子に限らず、中世の女性はみんな“男まさり”なのである。 


したがって下剋上は、家臣が主君を排除する行為だけでなく、百姓が領主支配に抵抗したり、下位の者が上位の者を殺害したり、あるいは分家が本家に取って代わったり、身分の下位の者が上位者を追い越して出世していくことなど、意味する対象は広い。もちろん現在でも、政界や役所、会社などを舞台に使用されているところであろう。もっとも下剋上という言葉は、古代中国から使用された言葉で、簡単にいえば「下位の者が、上位の者の地位や権力をおかすこと」（『広辞苑第七版』）といった意味であり、その含む範囲は広い。日本でも中世（平安時代末から戦国時代）から当時の史料や軍記物語で使用されているが、意外にも実際の使用例は少ない。中世では、主に公家の日記や寺社の文書にわずかにみえるにすぎず、そこでは百姓が領主の支配内容に異論を示したり、身分の下位の者が上位の者を紛争の際に殺害した行為などについて、表現している。よく知られているのは、南北朝時代の『二条河原落書』や『太平記』での使用例であろう。そこでは、身分が下位であったにもかかわらず、実力によって身分上昇を果たす、「成り出者」について表現されている。すなわち「身上がり」（身分上昇）についての批判的な表現になる。前近代社会は身分制社会であったが、時代時代で身分秩序は再編された。とはいえ戦国大名も、室町幕府を中核にした政治秩序のなかで成立、展開したことから、政治的にはそれと無関係ではありえなかった。実力によって戦国大名化を遂げた後に、それを既存の政治秩序に位置付ける行為として、守護職に補任されたり、守護家相当の栄典を与えられて守護格の家格を獲得することがみられた。そしてそれは基本的には、室町幕府が滅亡するまでみられた。その他は家臣や国衆からの成り上がりであったが、そのうち上杉（長尾）・朝倉・織田・斎藤（一色）・三好・浅井・尼子の事例は、明確に家臣の立場からの下剋上によるものであった。



備前―岡山。備中―岡山。備後―広島。京都に近い方が、前。

クジラは口は大きいが喉が狭いので、人間をのみ込むことはできないだろうと指摘した。危機一髪の生還を果たしたのはマイケル・パッカード（Michael Packard）さん。その数時間後、「閉じたクジラの口の中に30～40秒ほど入っていた。クジラは水面に上がり、私を吐き出した」

The neutral word order in Belarusan is Subject-Verb-Object. ベラルーシの中立語順は主語-動詞-目的語です。 ただし、語尾変化は文の文法的な関係と役割を明確にマークするので、他の順序も可能です。 語順は、主にトピック（文の内容、または古い情報）と焦点（新しい情報）によって決定されます。 古い情報を持つ構成要素は、新しい情報を持つ構成要素、または最も強調されている構成要素に先行します。

The default word order in typical Ukrainian sentences is roughly similar to that in English. Take, for example, the sentence: "The changes in the legislation should give the opportunity to citizens quickly, simply and without unnecessary expense to set up various types of community organisations". You can hazard a guess that it could be a translation from Ukrainian. While the words themselves have been adequately translated, the sentence does not sound natural in English since the word order of the original has been retained.たとえば、「法律の変更により、市民は、さまざまな種類のコミュニティ組織を設立するための不必要な費用をかけずに、迅速に、簡単に、機会を得ることができるはずです」という文を考えてみましょう。 あなたはそれがウクライナ語からの翻訳であるかもしれないという推測を危険にさらすことができます。 単語自体は適切に翻訳されていますが、原文の語順が保持されているため、英語では自然に聞こえません。

ハンティ語
SOV、語順。
シベリア北西部の少数民族、ハンティ人（オスチャーク人）の固有言語。ロシアのハンティ・マンシ自治管区、ヤマロ・ネネツ自治管区、トムスク州などで話されている。

長篠。JR飯田線、豊川の奥の方。豊川の東の方。長野との県境。山奥。愛知と長野の県境。

桶狭間。名古屋市の東の内陸。名古屋市と豊田の間。

警察との衝突などで多くの人命が失われたミャンマー各地の町などでは、自警団が結成されている。タイとの国境に近いカヤ（Kayah）州で手製の銃を作っているある作業場では、のこぎりや金づちの音が響き、周囲に木片が散らばる中、男性が銃の引き金の周りにトリガーガード（用心鉄）を付ける準備をしている。ある自警団メンバーは、AFPに次のように語った。「ある晩、国軍が（中略）われわれに向けて大砲を撃った」 　そして、国軍の兵士らが60～90メートルの距離まで迫って来たという。 「撃ち返そうとしたが、自家製の銃なので思い通りに弾が飛ばなかった」 「味方の狙撃者2人に援護を頼み、敵に向けて8回撃ったが、ちゃんと撃てたのはそのうち6発だった」という。